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承
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尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
現
在
で
は
「
琳
派
」
の
絵
師

と
し
て
取
り
上
げ
る
の
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
光
琳
在
世
当
時
、「
琳
派
」
と
い
う
流

派
が
存
在
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。「
琳
派
（
尾
形
流
）」
を
代
表
す
る
絵
師
と
し
て
光
琳
を
位

置
づ
け
た
の
は
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
～
一
八
二
八
）
が
初
め
て
で
、
光
琳
が
没
し
て
百
年

後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
抱
一
以
前
か
ら
諸
書
に
お
い
て
光
琳
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お

り
、
前
稿
ま
で
、
そ
れ
ら
江
戸
時
代
文
献
を
通
し
て
窺
え
る
光
琳
に
対
す
る
認
識
、
す
な
わ
ち

江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
の
変
遷
に
つ
い
て
た
ど
っ
て
き
た
。

　

特
に
前
稿
に
お
い
て
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
六
月
の
光
琳
百
年
忌
に
合
わ
せ
て
抱
一

が
編
集
・
出
版
し
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
中
心
に
検
討
を
加
え
、
抱
一
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

光
琳
像
を
検
証
し
た
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
抱
一
は
、
光
琳
の
姓
に
因
ん
だ
「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
の
絵
師
と
し
て
宗
達
に
は
じ

ま
る
一
六
名
を
収
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
抱
一
以
前
に
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
絵
師
の
系

譜
を
作
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
代
表
者
と
し
て
位
置
づ
け
た
光
琳
の
伝
記
や
落
款
・
印
章

を
収
集
す
る
に
あ
た
り
、
関
連
す
る
情
報
を
谷
文
晃
周
辺
と
共
有
し
な
が
ら
、
実
証
的
か
つ
網

羅
的
で
あ
る
点
が
抱
一
の
特
色
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
伝
記
に
お
い
て
は
、
同
時
代
の
認
識
を

踏
ま
え
な
が
ら
も
「
浅
井
本
」
と
い
う
新
出
資
料
を
活
用
し
、
典
拠
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
従

来
よ
り
遙
か
に
詳
細
な
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
文
晃
の
序
文
に
従
え
ば
、『
尾
形
流
略

印
譜
』
の
落
款
や
印
章
も
抱
一
が
作
品
か
ら
写
し
た
中
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
実

証
的
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
光
琳
百
年
忌
を
期
し
て
抱
一
が
編
集
し
た
『
光
琳
百
図
』
や

『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
お
い
て
、
正
し
い
と
判
断
で
き
る
作
品
や
落
款
・
印
章
な
ど
を
可
能
な

限
り
多
く
掲
載
し
て
い
る
点
か
ら
、
網
羅
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
と
い
う
絵
師
の
系
譜
は
抱
一
が
創
出
し
た
も
の
だ
と
指
摘
し

た
が
、
そ
れ
も
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
繰
り
返
し
言
及
し
て
き
た
よ
う
に
、
光
琳
百
年

忌
遺
墨
展
に
出
品
さ
れ
、『
光
琳
百
図　

後
編
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
に
、「
宗
達
筆
光

（
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琳
う
つ
し
乾
山
へ
譲
の
巻
物
」
が
あ
る
。
大
田
南
畝
や
菅
原
洞
斎
に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
の
作

品
は
、
宗
達
の
扇
面
画
を
光
琳
が
摸
写
し
た
も
の
で
、
巻
末
に
あ
る
乾
山
（
深
省
）
の
跋
文
に

は
光
琳
が
作
成
し
た
「
畫
本
」
を
何

に
譲
渡
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
狩
野
派

な
ど
に
お
い
て
は
、
師
匠
に
入
門
し
て
「
絵
本
（
絵
手
本
）」
を
借
り
受
け
、
そ
れ
を
摸
写
し

て
粉
本
を
作
成
す
る
こ
と
が
専
門
絵
師
に
な
る
た
め
の
本
格
的
な
絵
画
学
習
の
基
本
と
さ
れ
て

い
た
。
従
っ
て
、
光
琳
が
宗
達
を
学
ん
だ
こ
と
と
と
も
に
、
光
琳
が
作
成
し
た
「
畫
本
」
を
伝

え
た
弟
の
乾
山
、
さ
ら
に
は
何

の
間
に
は
一
種
の
師
承
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
を
、「
宗
達

筆
光
琳
う
つ
し
乾
山
へ
譲
の
巻
物
」
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
宗
達
、
光
琳
、
乾
山
、
何

以
外
の
絵
師

達
は
、
如
何
に
し
て
「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
章
で

も
簡
単
に
触
れ
た
が
、
光
琳
以
外
の
絵
師
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
宗
達

や
乾
山
、
何

も
含
め
て
、
改
め
て
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
八
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
見
る
「
尾
形
流
」
の
絵
師
達

　

前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は
宗
達
、
順
定
、
宗
雪
、
信
武
、
宗
悦

（
喜
多
川
相
説
）、
宗
仙
、
雛
屋
立
甫
（
立
圃
）、
光
琳
、
乾
山
（
深
省
）、
何

、
以
十
、
始

興
、
宗
理
、
長
洲
、
蘆
々
子
（
芦
舟
）、
一
樹
の
一
六
名
を
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
二

年
前
の
文
化
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
は
、
俵
屋
宗
達
、
二

代
目
宗
達
、
法
橋
宗
仙
、
雛
屋
立
圃
、
喜
多
川
相
悦
（
相
説
）、
緒
方
光
琳
、
緒
方
乾
山
（
深

省
）、
以
十
、
立
林
何

、
渡
邊
始
興
、
俵
屋
宗
理
、
長
洲
、
一
樹
の
一
三
名
を
載
せ
て
い
る
。

　

光
琳
の
場
合
、
抱
一
は
文
晁
や
菅
原
洞
斎
と
関
連
情
報
を
共
有
し
つ
つ
、
実
証
的
か
つ
網
羅

的
に
伝
記
や
落
款
・
印
章
を
収
集
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
絵
師
に
つ
い
て
も
同
様
の
姿
勢

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
に
お
い
て
、
洞
斎
が
編
纂
し
た
『
画
師
姓
名

冠
字
類
鈔
』
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
、
抱
一
の
見
解
に
光
琳
の
伝
記
に
見
ら
れ
た
「
浅
井
本
」

の
よ
う
な
典
拠
が
あ
る
の
か
を
検
証
し
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
収
録
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
絵

（
139
）

江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像

イ
メ
ー
ジの

変
遷
に
つ
い
て
（
下
　
三
）　
　
酒
井
抱
一
〈
二
〉　

安
田 

篤
生　
美
術
教
育
講
座
（
美
術
史
）



江戸時代における光琳像の変遷について（下―三）―酒井抱一〈二〉―
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師
の
伝
記
や
落
款
・
印
章
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
抱
一
が

こ
れ
ら
十
名
を
越
え
る
絵
師
達
を
ど
の
よ
う
に
「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
に
組
み
込
ん
で
い
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
が
使
用
し
た
落
款
・
印
章
と
し
て

『
尾
形
流
略
印
譜
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
各
絵
師
毎
に
一
覧
表
に
ま
と
め
、
叙
述

の
便
宜
の
た
め
に
番
号
を
付
し
て
本
稿
末
尾
に
掲
げ
た
。

　（
一
）
宗
達

　

ま
ず
、
二
つ
の
『
略
印
譜
』
で
と
も
に
最
初
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
宗
達
か
ら
始
め
た
い
。

　

宗
達
の
伝
記
に
に
つ
い
て
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
冬
に
刊
行
さ
れ
た
『
緒
方
流
略
印

譜
（
一
枚
摺
）』
と
そ
の
一
年
半
あ
ま
り
後
に
上
梓
さ
れ
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
9
―
①
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

俵
屋
宗
達
は
住
吉
法
眼
如
慶
の
門
人
な
り
一
家
の
風
を
起
し
て
花
卉
に
妙
を
得
た
り
後
加

　
　

州
侯
に
仕
て
子
孫
今
に
有
と
い
ふ
寛
永
年
間
の
人
也
〔『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』〕

　
　

宗
達　

喜
多
川
氏
俵
屋
宗
達
ハ
住
吉
法
眼
如
慶
の
門
人
な
り
一
家
の
風
を
起
し
て
花
卉
に

　
　
　

妙
を
得
た
り
法
橋
に
叙
す
後
加
州
侯
に
仕
て
子
孫
今
に
有
と
い
ふ
寛
永
年
間
の
人
な
り

　
　
　
〔『
尾
形
流
略
印
譜
』〕

　

両
書
を
比
較
す
る
と
、
宗
達
が
「
住
吉
法
眼
如
慶
の
門
人
」
で
「
一
家
の
風
を
起
し
て
」

「
花
卉
に
妙
を
得
た
」「
寛
永
年
間
」
の
絵
師
で
、「
後
加
州
侯
に
仕
て
子
孫
今
に
有
と
い
ふ
」

点
で
共
通
す
る
一
方
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
「
喜
多
川
氏
」
と
い
う
姓
と
「
法
橋
に
叙
す
」

と
い
う
位
階
を
つ
け
加
え
て
い
る
。

　

共
通
す
る
部
分
か
ら
見
て
い
く
と
、
宗
達
を
「
住
吉
法
眼
如
慶
の
門
人
」
と
す
る
の
は
、
第

六
章
で
既
に
見
た
よ
う
に
、
斎
藤
彦
麿
が
『
図
画
考
』
で
「〈
廣
通
門
俵
屋
〉
伊
年
宗
達
」
と

記
し
て
い
た
の
と
一
致
す
る
。
一
方
、
宗
達
の
師
系
に
つ
い
て
言
及
す
る
早
い
例
と
し
て
、

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
大
岡
春
卜
編
『
画
本
手
鑑
』
巻
六
・
補
遺
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、「
草
花　

宗そ
う

達た
つ

其
俗
性
を
と
へ
ハ
京
ノ
遊
人
な
り
と
。
山
楽
が

粉ふ
ん

本ほ
ん

に
傚
ふ
。
花
草
を
よ
く
す
、
人
物
是
に
つ
ぐ
、
余よ

ハ
ま
た
是
に
次つ

ぐ
。
春
秋
の
菜さ
い

草そ
う

を
ゑ

が
く
に
金き
ん

碧へ
き

を
以
て
つ
ぶ
さ
に
ず
い
を
引
、
一
風
を
な
し
て
世
俗
を
よ
ろ
こ
ば
し
む
」
と
、
狩

野
山
楽
（
一
五
五
九
～
一
六
三
五
）
に
倣
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
和
田
正
路
は
寛
延
元
年

（
一
七
四
八
）
の
奥
書
を
持
つ
『
異
説
ま
ち
ま
ち
』
巻
之
二
で
「
家
隆
の
像
を
画
た
る
に
、
松

花
堂
の
讃
有
。
土
佐
風
よ
り
出
た
る
風
也
。
い
か
様
も
に
も
扇
の
絵
な
ど
見
る
に
、
土
佐
の
流

（
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と
み
ゆ
。」
と
、
土
佐
派
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
文
晁
畫
談
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
「
光
琳
の
鶴
」
の
一
節
の
中
に
は
「
は
し
め
古
永
徳
に
學
ひ
、
後
に
一
變
し
て
古
土

佐
の
筆
意
を
以
て
自
己
の
新
意
を
加
へ
、
一
流
を
顯
し
た
る
」
と
あ
り
、
洞
斎
が
主
催
す
る
書

画
展
観
会
に
参
加
し
て
い
た
檜
山
坦
齋
が
編
集
し
文
政
二
年
（
一
八
一
七
）
に
刊
行
し
た
『
皇

朝
名
畫
拾
彙
』
巻
五
に
も
、「
始メ
師ト
シ二

永
徳ヲ一

、
後
學テ二

本
邦ノ
古
画ヲ一

別ニ
爲
二

一
家ヲ一

〈
所
レ

画ク
最
似リ二

光
悦ニ一

其ノ
師
受ノ
先
後
未タレ

得
レ

詳ナ
ル
ヲ

 

矣
〉」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
晁
や
洞
斎
ら
の
間
で
は
、
光

悦
に
師
事
し
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
つ
つ
も
、
は
じ
め
狩
野
永
徳
（
一
五
四
三
～
九
〇
）
を
師

と
し
て
後
に
「
古
土
佐
」
あ
る
い
は
「
本
邦
古
画
」
を
学
ん
で
一
家
を
な
し
た
絵
師
と
し
て
宗

達
が
捉
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
達
を
住
吉
如
慶
（
名
・
広
通
）
の
門
人
と

す
る
の
は
斎
藤
彦
麿
の
み
で
あ
り
、
抱
一
が
い
ず
れ
か
の
機
会
に
知
り
得
た
そ
の
情
報
を
取
り

入
れ
た
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。

　

さ
て
、
宗
達
の
伝
記
を
伝
え
る
書
と
し
て
比
較
的
早
い
も
の
に
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
が
あ
る
。
前
に
示
し
た
こ
と
が
あ
る
、
同
書
の
宗
達

の
項
を
再
掲
す
る
と
、「
名
ハ
伊
年
法
橋
位
京
師
ノ
人
画
法
一
家
ヲ
ナ
シ
、
花
卉
禽
虫
ヲ
作
、

世
ニ
宗
達
流
ト
称
ス
、
又
万
年
宗
達
ト
称
ス
ル
モ
ノ
、
伊
年
ノ
族
ナ
リ
、
其
子
孫
加
州
ニ
仕
、

世
々
宗
達
ヲ
通
称
ト
ス
、
各
其
号
ヲ
異
ニ
ス
、
万
年
ノ
後
李
少
年
又
郭
大
年
ト
称
ス
ル
モ
ノ
並

ニ
画
ヲ
ヨ
ク
ス
、
然
ト
モ
伊
年
万
年
ニ
不
レ
及
コ
ト
遠
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
洞
斎

編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
の
宗
達
の
項
（
図
10
）
は
、「
俵
屋
宗
達
名
伊
年
法
橋
位
ニ
ナ
ル

京
師
人
又
万
年
宗
達
ト
稱
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
伊
年
ー
族
ナ
リ
其
子
孫
加
州
ニ
仕
フ
万
年
ノ
後
李
少

年
又
郭
大
年
ト
称
モ
ノ
ア
リ
」
と
始
め
ら
れ
て
い
て
、
他
書
の
引
用
で
あ
る
と
の
注
記
は
な

い
が
、『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
を
引
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
つ
の

『
略
印
譜
』
で
共
通
す
る
、「
一
家
の
風
を
起
し
て
」「
花
卉
に
妙
を
得
た
」
絵
師
で
あ
る
と
い

う
記
述
も
、「
画
法
一
家
ヲ
ナ
シ
、
花
卉
禽
虫
ヲ
作
」
と
い
う
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
と
ほ

ぼ
一
致
す
る
。「
後
加
州
侯
に
仕
て
子
孫
今
に
有
と
い
ふ
」
部
分
も
、『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』

の
「
其
子
孫
加
州
ニ
仕
、
世
々
宗
達
ヲ
通
称
ト
ス
」
と
い
う
記
載
と
比
べ
た
場
合
、『
略
印
譜
』

で
は
「
加
州
侯
」、
す
な
わ
ち
加
賀
藩
前
田
家
に
仕
え
た
の
が
宗
達
自
身
と
解
釈
で
き
る
点
が

異
な
る
も
の
の
、
大
略
よ
く
似
て
い
る
。
一
方
、
大
岡
春
卜
編
『
画
本
手
鑑
』
に
「
花
草
を
よ

く
す
人
物
是
に
つ
ぐ
余よ

ハ
ま
た
是
に
次つ

ぐ
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
抱
一
が
『
新
撰
和
漢
書

画
一
覧
』
に
基
づ
い
て
『
略
印
譜
』
の
宗
達
の
伝
記
を
記
し
た
と
断
定
す
る
の
は
難
し
い
か
も

知
れ
な
い
。
ま
た
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
の
段
階
か
ら
抱
一
が
『
新
撰
和
漢
書
画
一

覧
』
を
参
照
し
て
い
た
と
す
る
と
、「
法
橋
位
」
の
部
分
を
何
故
取
り
入
れ
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
洞
斎
が
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
抱
一
も
同
書
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、『
略
印
譜
』
の
記
述
を
全
面
的
に
同
書
に

（
142
）

（
143
）

（
144
）

（
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）
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依
拠
し
た
の
で
な
く
と
も
、
参
考
に
し
た
可
能
性
は
考
慮
さ
れ
て
良
い
。

　

な
お
、
管
見
の
限
り
、
宗
達
の
活
躍
期
を
「
寛
永
年
間
」
と
す
る
書
を
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
檜
山
坦
齋
編
『
皇
朝
名
畫
拾
彙
』
に
「
嘗テ
見
二

源
語ノ
關
屋ノ
卷ノ
圖ヲ一

、
有
二

光
廣
卿ノ
題
詠
一

殊ニ
爲リ二

真
跡
一

」
と
、
烏
丸
光
広
の
賛
の
あ
る
「
関
屋
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物

館
）
か
と
思
わ
れ
る
作
品
が
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、［
表
4
］
の
6
に
示
し
た
よ
う
に
光
広

賛
「
鷺
繪
」
を
洞
斎
ら
が
見
て
い
る
の
で
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
に
没
し
た
光
広
と
の

関
係
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

で
は
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
、「
喜
多
川
氏
」
と
い
う
姓
と
「
法
橋
に

叙
す
」
と
い
う
位
階
に
つ
い
て
も
、
抱
一
は
他
書
を
参
照
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
洞

斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
の
宗
達
の
項
を
検
す
る
と
、「
浅
井
本
俵
屋
宗
達
喜
多
川
氏
叙

法
橋
四
ノ
印
ヲ
ノ
ス
」
と
い
う
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
浅
井
本
」
と
は
、
前
章
で

検
討
し
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
伝
え
る
光
琳
の
伝
記
に
も
見
ら
れ
た
浅
井
不
舊
編
「
本
朝
畫

家
印
譜
」
で
あ
る
。
一
方
、
正
徳
年
中
（
一
七
一
一
～
一
六
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
扶
桑

名
工
画
譜
』
に
も
「
俵
屋
宗
達　

喜
多
川
氏
叙
法
橋
」
と
、「
浅
井
本
」
と
同
じ
記
述
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
本
を
引
用
し
て
い
る
『
画
師
姓
名
冠
字
類

鈔
』
の
宗
達
の
項
に
、『
扶
桑
名
工
画
譜
』
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、
前
章

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
文
化
一
〇
年
の
段
階
で
は
入
手
で
き
て
い
な
か
っ
た
「
浅
井
不
舊
の
印

譜
」、
す
な
わ
ち
「
浅
井
本
」
の
情
報
を
活
用
し
て
抱
一
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
光
琳
伝
を

書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
達
の
場
合
も
「
浅
井
本
」
の
記
載
に
よ
っ
て
姓
と
位
階
を
追
加
し

た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

次
に
、
宗
達
の
落
款
・
印
章
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、［
表
4
］
に
示
し
た
よ
う
に
、『
緒
方

流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
は
四
点
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は
二
点
の
落
款
・
印
章
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
両
書
の
間
で
大
幅
に
増
補
し
て
い
た
光
琳
の
場
合
と
異
な
り
、『
尾
形
流
略
印
譜
』

で
は
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
採
ら
れ
て
い
た
四
点
の
内
二
点
を
削
除
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
削
除
さ
れ
た
内
、
3
の
「
伊
年
」
印
は
順
定

の
使
用
印
と
し
て
採
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
『
文
晁
畫
談
』「
光
琳
の
鶴
」

の
中
で
、「
宗
達
昔
大
に
行
は
れ
し
ゆ
へ
、
伊
年
の
印
を
押
し
た
る
僞
筆
の
屛
風
の
草
花
、
夥

し
く
世
に
傳
は
れ
り
、
其
中
に
は
二
百
年
に
も
ち
か
き
も
の
あ
る
か
故
に
、
漸
く
古
色
に
し
て

眞
物
に
似
た
る
あ
り
、」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
伊
年
」
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
作
品

の
内
、
ど
の
作
品
を
宗
達
真
筆
と
判
断
す
る
の
か
、
鑑
識
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。『
緒
方

流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
か
ら
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
至
る
一
年
半
ほ
ど
の
間
に
、
抱
一
や
そ

の
周
辺
で
の
宗
達
画
鑑
識
が
厳
格
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
が
、
二
つ
の
『
略
印
譜
』

に
採
録
さ
れ
る
落
款
・
印
章
の
違
い
に
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
（
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）

　
『
文
晁
畫
談
』「
光
琳
の
鶴
」
の
中
に
は
、
先
ほ
ど
の
引
用
箇
所
を
挟
ん
で
、「
今
に
至
り
は

光
琳
に
鑑
す
れ
は
持
主
悦
ひ
、
宗
達
な
り
と
申
せ
は
、
持
主
不
滿
の
氣
色
顯
は
る
」、「
元
來
贋

作
の
手
き
は
故
、
拙
な
き
所
あ
る
を
正
筆
と
心
得
、
宗
達
は
光
琳
に
不
及
事
は
る
か
な
り
と
思

へ
り
、
い
ま
た
ま
こ
と
の
宗
達
を
見
さ
る
故
な
り
」
と
あ
る
。
宗
達
画
に
対
す
る
鑑
識
の
厳
格

化
、
あ
る
い
は
再
評
価
の
動
き
は
抱
一
だ
け
が
主
導
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
文
晁
や
洞
斎

周
辺
で
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
の
宗
達
の

項
（
図
10
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
落
款
・
印
章
を
見
る
と
、『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
9
―

②
）

の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、［
表
4
］
の
5
、
6
、
7
の
よ
う
に
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
宗
達
作

品
か
ら
も
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
『
捃
印
補
正
』
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。

こ
の
中
に
は
、
6
の
「
法
橋
宗
達
」
落
款
な
ど
注
目
す
べ
き
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、

光
琳
に
関
し
て
は
文
晁
や
洞
斎
周
辺
と
情
報
を
共
有
し
て
落
款
・
印
章
も
大
幅
に
増
補
し
て
い

た
抱
一
が
、
宗
達
の
場
合
に
は
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
か
ら
厳
選
し
て
『
尾
形
流
略

印
譜
』
に
二
点
の
落
款
・
印
章
を
収
録
す
る
に
と
ど
ま
り
、
新
た
に
増
補
し
て
い
な
い
。
玉
石

混
淆
で
あ
っ
た
宗
達
画
の
中
か
ら
真
作
を
見
極
め
よ
う
と
、
慎
重
を
期
し
た
故
か
と
推
測
さ
れ

る
が
、
明
確
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
の
宗
達
の
項
で
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
先
に
指
摘
し
た
「
浅
井

本
」
か
ら
伝
記
と
と
も
に
転
載
さ
れ
て
い
る
落
款
・
印
章
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
中
に
「
四

ノ
印
ヲ
ノ
ス
」
と
あ
る
の
に
続
け
て
、［
表
4
］
の
1
、
8
、
9
、
10
の
四
点
を
載
せ
る
の
だ

が
、
1
は
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
や
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の

と
近
似
す
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
が
写
本
で
あ
る
た
め
も
あ
っ
て

か
、
同
一
の
も
の
と
ま
で
は
い
え
ず
、「
宗
達
法
橋
」
落
款
と
「
對
青
軒
」（
朱
文
円
印
）
の
組

み
合
わ
せ
が
現
存
作
品
に
も
数
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
抱
一
が
「
浅
井
本
」
に
収
録
さ

れ
て
い
た
1
の
落
款
・
印
章
を
『
略
印
譜
』
に
再
録
し
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
残

る
三
点
の
内
、
8
と
9
は
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
宗
雪
の
使
用
印
と
し
て
、
10
は
順
定
の
使

用
印
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、

「
浅
井
本
」
の
段
階
で
は
宗
雪
も
順
定
も
宗
達
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
抱
一
な
ど
に

お
い
て
は
別
人
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　（
二
）
二
代
目
宗
達
、
宗
雪
、
相
説

　

続
い
て
、
宗
達
の
門
人
や
弟
子
と
し
て
収
録
さ
れ
る
内
、
直
接
の
後
継
者
と
見
な
さ
れ
て
い

る
絵
師
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
も
「
又
万
年
宗
達
ト
称

ス
ル
モ
ノ
、
伊
年
ノ
族
ナ
リ
、
其
子
孫
加
州
ニ
仕
、
世
々
宗
達
ヲ
通
称
ト
ス
、
各
其
号
ヲ
異
ニ

ス
、
万
年
ノ
後
李
少
年
又
郭
大
年
ト
称
ス
ル
モ
ノ
並
ニ
画
ヲ
ヨ
ク
ス
、
然
ト
モ
伊
年
万
年
ニ
不

（
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）
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及
コ
ト
遠
シ
」
と
記
さ
れ
、
湯
浅
常
山
が
著
し
た
『
文
会
雑
記
』
に
も
「
今
ノ
ソ
ウ
タ
ツ
ナ
ド

ハ
我
儘
流
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宗
達
に
後
継
者
が
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
継
者
が
い
か
な
る
名
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』

が
「
世
々
宗
達
ヲ
通
称
ト
ス
、
各
其
号
ヲ
異
ニ
ス
」
と
い
い
、『
文
会
雑
記
』
に
も
「
今
ノ
ソ

ウ
タ
ツ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
か
な
り
混
乱
を
来
し
て
い
た
。

　

抱
一
も
例
外
で
は
な
く
、
二
代
目
宗
達
は
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
載
せ
る
も
の

の
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は
な
く
、
逆
に
宗
雪
は
『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
9
―

④
）
に
し
か

収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
両
者
と
も
伝
記
を
欠
き
、
落
款
・
印
章
の
み
採
録
し
て
い
る
。

　
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
二
代
目
宗
達
を
載
せ
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
そ
れ
を

除
い
て
宗
雪
を
収
録
し
て
い
る
と
い
う
と
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
の
時
に
は
分
か
ら

な
か
っ
た
二
代
目
宗
達
の
名
が
宗
雪
だ
と
判
明
し
た
の
で
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
宗
雪
の
名

で
収
録
し
た
の
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。［
表
5
］
と
［
表

6
］
を
見
比
べ
る
と
、
両
者
の
落
款
・
印
章
は
全
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、［
表
6
］

に
示
し
た
よ
う
に
、
宗
雪
の
使
用
し
た
落
款
・
印
章
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
指

摘
し
た
、
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
浅
井
本
」
に
宗
達
の
落

款
・
印
章
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
す
る
。
光
琳
の
時
に
触
れ
た
よ
う
に
、
作
品
に

入
れ
ら
れ
た
落
款
・
印
章
は
類
似
の
物
が
複
数
存
在
す
る
の
が
通
常
な
の
で
、
抱
一
が
「
浅
井

本
」
か
ら
転
載
し
た
と
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、
両
者
は
落
款
の
書
体
ま
で
極
似
し
て
お
り
、

留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
宗
雪
の
項
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

相
説
に
つ
い
て
も
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
と
『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
9
―

⑤
）

で
記
載
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
は
「
喜
多

川
相
悦
又
作
宗
悦
宗
達
門
人
伊
年
の
印
を
傳
る
と
い
ふ
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、『
尾
形
流
略

印
譜
』
で
は
「
宗
悦　

叙
法
橋
喜
多
川
氏
」
と
記
し
て
い
る
。［
表
7
］
に
示
し
た
よ
う
に
、

両
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
落
款
・
印
章
は
同
一
で
、
1
に
「
喜
多
川
法
橋
相
説
」
と
あ
る
こ
と

と
、
両
書
が
姓
を
「
喜
多
川
」
と
伝
え
て
い
る
こ
と
は
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
と
も
に
名

を
「
宗
悦
」
と
記
し
て
い
る
が
、
使
用
印
に
あ
る
「
宗
説
」
と
も
「
宗
」
字
が
一
致
す
る
だ
け

で
、
何
に
よ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
は
「
相
悦
」
と
い
う

別
の
名
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、「
宗
達
門
人
伊
年
の
印
を
傳
る
と
い
ふ
」
と
宗
達
と
の
関
係
を

記
し
て
い
た
が
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
削
除
さ
れ
た
。

　

抱
一
が
、
落
款
に
あ
る
「
相
説
」
を
採
用
せ
ず
に
何
故
名
を
「
宗
悦
」
あ
る
い
は
「
相
悦
」

と
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
名
前
に
つ
い
て
す
ら
不
分
明
な
の
だ
が
、
同
様
の
混
乱
が
洞
斎
編

『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
見
て
取
れ
る
。
ま
ず
、
同
書
で
は
相
説
に
関
し
て
、「
相
説
」
と

（
148
）

（
149
）

「
喜
多
川
相
悦
」
の
二
項
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
内
、「
相
説
」
の
項
（
図
11
）
で
は
「
宗
達
弟

叙
法
橋
浅
井
本
ニ
載
ス
再
出
下
条
」
と
述
べ
、
落
款
・
印
章
も
「
浅
井
本
」
か
ら
の
引
用
で
あ

る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
喜
多
川
相
悦
」
の
項
（
図
12
）
で
は
、「
宗
達

二
代
目
ト
云　

宗
雪
ト
ア
リ
宗
達
ノ
条
ニ
ノ
ス
」
と
記
し
て
お
り
、
相
説
と
宗
雪
を
同
一
人
物

と
見
な
し
、
宗
達
の
二
代
目
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
落
款
・
印
章
に
も
作
品
か
ら

採
録
し
た
こ
と
を
示
す
注
記
が
見
ら
れ
る
の
で
、
洞
斎
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
「
喜
多

川
相
悦
」
の
項
で
あ
り
、「
相
説
」
の
項
は
「
浅
井
本
」
を
再
録
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
、「
喜
多
川
相
悦
」
の
項
に
は
、『
略
印
譜
』
と
近
似
し
た
落
款
・
印

章
、
1
、
2
、
3
が
採
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
相
説
（
宗
悦
、
相
悦
）
と
宗
雪
、
あ
る
い
は
二

代
目
宗
達
を
別
人
と
見
な
す
抱
一
の
見
解
と
異
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
宗
達
の
後
継
者
に
つ
い
て
は
か
な
り
混
沌
と
し
た
状
況
に
あ
っ
た
中
で
、

宗
雪
と
相
説
（
宗
悦
）
を
別
人
と
見
な
す
点
に
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
特
色
が
あ
る
と
言
え
よ

う
。

　（
三
）
順
定
、
宗
仙

　

順
定
と
宗
仙
に
つ
い
て
は
、
現
存
作
品
が
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
実
態
を
明
ら
か
に
し
え
な

い
。
し
か
し
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
の
宗
仙
の
項
に
「
法
橋
宗
仙　

宗
達
の
弟
子
な

り
」
と
あ
り
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
も
光
琳
よ
り
前
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
宗
達
と
の
関
連

を
窺
わ
せ
る
。

　

ま
ず
、
順
定
か
ら
見
て
い
く
と
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
は
そ
の
名
を
見
る
こ
と

は
で
き
ず
、『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
9
―

③
）
に
名
と
［
表
8
］
に
掲
げ
た
印
章
が
二
顆
載

せ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
伝
記
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
伝
記
に
関
し
て
は

『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
9
―

⑥
）
に
お
け
る
宗
仙
の
記
述
も
同
様
で
、「
叙
法
橋
」
と
法
橋
に

叙
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
の
み
で
、
他
は
、［
表
9
］
に
示
し
た
よ
う
に
、『
緒
方
流
略
印

譜
（
一
枚
摺
）』
と
同
じ
印
章
一
顆
を
載
せ
る
に
過
ぎ
な
い
。『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』

に
記
さ
れ
て
い
た
「
宗
達
の
弟
子
な
り
」
と
い
う
部
分
を
抱
一
が
削
除
し
た
理
由
は
不
明
だ

が
、
順
定
や
宗
仙
と
宗
達
と
の
関
係
が
不
分
明
で
あ
っ
た
た
め
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

と
い
う
の
は
、
宗
雪
と
相
説
（
宗
悦
）
の
場
合
と
同
様
、
順
定
と
宗
仙
に
関
し
て
も
、
抱
一

と
文
晁
・
洞
斎
周
辺
と
の
間
に
は
認
識
の
齟
齬
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。［
表
8
］
に
示

し
、
ま
た
宗
達
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
よ
う
に
、
抱
一
が
順
定
の
使
用
印
と
解
し
て
い
た
1
の

「
順
定
」
印
は
、「
浅
井
本
」
所
収
の
印
と
し
て
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
で
は
宗
達

の
項
に
含
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
は
宗
達
の
他
に
順
定
の
項

（
図
13
）
を
立
て
て
お
り
、
そ
こ
に
も
1
を
納
め
、「
浅
井
系
譜
ニ
宗
達
ノ
印
ニ
ノ
ス
／
福
禄
寿
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写
山
楼
よ
り
来
」
と
注
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
晁
（
写
山
楼
）
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
「
福

禄
寿
図
」
を
実
見
し
た
上
で
、「
浅
井
系
譜
（
浅
井
本
）」
と
は
異
な
り
、
宗
達
と
順
定
を
別
人

と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
洞
斎
は
順
定
と
宗
達
の
関
係
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て

い
な
い
。『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
順
定
の
使
用
印
と
さ
れ
て
い
る
2
の
「
伊
年
」
印
は
『
画
師

姓
名
冠
字
類
鈔
』
の
順
定
の
項
に
見
え
な
い
が
、「
畧
印
譜
ニ
順
定
の
下
ニ
の
す
」
と
注
記
し

た
上
で
、
宗
達
の
項
に
納
め
て
い
た
。
し
か
も
、［
表
４
］
に
示
し
た
よ
う
に
、『
緒
方
流
略
印

譜
（
一
枚
摺
）』
で
は
抱
一
自
身
が
こ
の
印
を
、
宗
達
の
使
用
印
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
の
順
定
の
項
に
は
［
表
8
］
の
落
款
・
印
章
3
と
4
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
4
の
「
宗
仙
」
印
に
「
抱
一
上
人
著
尾
形
流
畧
印
譜
」
と
注
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
抱
一
は
こ
の
印
章
を
宗
仙
の
使
用
し
た
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、
3
の

落
款
に
「
順
定
」、
印
文
に
「
宗
仙
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
宗
仙
」
印
を
伴
う
順
定
作
品
を
見

出
し
た
洞
斎
は
、「
宗
仙
」
を
順
定
が
用
い
た
名
号
の
一
つ
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
文
晁
が
編
纂
し
た
『
本
朝
画
纂
』
の
内
、
勝
以
で
始
ま
る
一
冊
の
中
に
、「
さ
く
梅
の

に
ほ
ひ
は
花
の
か
さ
し
か
な
」
と
い
う
玄
陳
の
賛
が
あ
る
順
定
筆
「
梅
図
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
藐
庵
、
す
な
わ
ち
吉
原
の
名
主
で
文
政
八
年
（
一
八
一
五
）
に
抱
一
が
序
を

寄
せ
た
『
花
街
漫
録
』
を
ま
と
め
た
西
村
藐
庵
が
所
有
し
て
い
た
こ
の
作
品
を
縮
図
し
た
下

に
、
3
の
「
宗
仙
」
印
と
1
の
「
順
定
」
印
を
載
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
付
記
さ
れ
た
略
伝
を

見
る
と
、「
順
定
號
二

宗
仙
一

善
畫
二

人
物
花
卉
一

玄
俊
法
眼
棲
碧
老
衲
皆
一
時
善シレ

友ト
シ此
巻ハ
乃
正
保

中
所
作
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
順
定
」
の
落
款
や
印
章
に
「
宗
仙
」
印
を
伴

う
作
品
を
順
定
の
真
作
と
認
め
、
順
定
と
宗
仙
を
同
一
人
物
と
み
な
す
の
が
文
晁
・
洞
斎
周
辺

の
認
識
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
は
狩
野
派
の
絵
師
・
宗
仙
の
項

は
あ
っ
て
も
、
宗
達
と
関
連
す
る
絵
師
・
宗
仙
の
項
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
実
見
し
た
作
品
や
落
款
・
印
章
に
基
づ
い
て
順
定
と
宗
仙
を
同
じ
人
物
と

見
な
す
文
晁
・
洞
斎
や
そ
の
作
品
を
所
持
し
て
い
た
藐
庵
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
抱
一
は
順
定
と
宗
仙
は
別
人
と
す
る
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。

　（
四
）
信
武
、
立
圃

　

現
存
作
品
が
確
認
さ
れ
、
か
え
っ
て
宗
達
と
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
に
疑
問
が
生
じ
て
い

る
の
が
、
信
武
と
立
圃
で
あ
る
。

　

信
武
か
ら
見
て
い
く
と
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
は
見
え
ず
、『
尾
形
流
略
印
譜
』

（
図
9
―

⑤
）
に
の
み
「
野
々
村
通
正
と
い
ふ
又
俵
屋
と
号
す
」
と
い
う
簡
単
な
説
明
と
［
表

10
］
に
示
し
た
落
款
・
印
章
を
収
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
掲
載
内
容
は
、「
俵
屋
―
野
々

（
150
）

村
通
正
浅
井
本
ニ
載
ス
」
と
「
浅
井
本
」
を
転
載
す
る
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』（
図

14
）
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
も
、［
表
10
］
に
示
し
た
よ
う
に
、
落
款
・
印
章
も
同
一
で
、

「
通
正
信
武
七
十
七
歳
筆
」
と
い
う
落
款
の
「
七
」
か
ら
「
十
」
へ
の
連
綿
や
「
筆
」
の
最
終

画
と
し
て
打
た
れ
た
点
の
位
置
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
二
つ
の
『
略
印
譜
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
光
琳
の
伝
記
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一

枚
摺
）』
を
上
梓
し
た
文
化
一
〇
年
の
段
階
ま
で
は
抱
一
は
「
浅
井
本
」
を
知
ら
な
か
っ
た
と

み
ら
れ
、
そ
の
一
年
半
あ
ま
り
後
に
刊
行
し
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
「
浅
井
本
」
の
記
載

内
容
を
大
幅
に
取
り
入
れ
て
光
琳
の
伝
記
を
改
訂
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
信
武
の
場
合
も
同
様

に
、
文
化
一
〇
年
冬
か
ら
同
一
二
年
六
月
の
間
に
「
浅
井
本
」
に
接
し
た
抱
一
が
、
同
書
の
記

述
に
従
っ
て
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
信
武
の
項
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
落
款
・
印
章
に
つ

い
て
も
、
同
じ
年
齢
を
記
載
し
た
作
品
は
限
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
落
款
の
細
部
ま
で
一
致

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
浅
井
本
」
か
ら
転
載
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

　

で
は
、
ど
う
い
う
理
由
で
、
何
を
根
拠
に
、
抱
一
は
信
武
を
「
尾
形
流
」
の
系
譜
の
中
に
組

み
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
現
存
作
品
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
図
版
等
で
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
信
武
作
品
は
、
奥
平
俊
六
氏
が
見
出
さ
れ
た
「
山
水
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
一
点
の
み

で
あ
る
。
紙
本
の
六
曲
屛
風
一
双
に
水
墨
で
山
水
を
描
き
、
わ
ず
か
に
淡
彩
を
加
え
た
こ
の
作

品
は
、［
表
10
］
に
示
し
た
信
武
の
落
款
・
印
章
の
内
、
2
「
野
」
印
と
3
「
通
正
信
武
」
印

が
押
捺
さ
れ
て
い
て
信
武
作
品
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
画
風
は
、
奥
平
氏
も
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
江
戸
狩
野
風
の
様
式
を
示
し
て
い
る
。
確
か
に
、
後
に
検
討
す
る
始

興
の
よ
う
に
、
は
じ
め
狩
野
派
に
学
ん
で
後
に
光
琳
画
風
を
取
り
入
れ
た
例
が
あ
る
。
光
琳
も

最
初
、
狩
野
派
を
学
ん
で
い
た
。
従
っ
て
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
「
山
水
図
屏
風
」
は
あ
く

ま
で
も
狩
野
派
に
学
ん
で
い
た
時
の
初
期
作
で
、
こ
の
後
宗
達
風
に
転
じ
た
可
能
性
を
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
奥
平
氏
も
言
及
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
正
徳
年
間
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
扶
桑
名
工
画
譜
』
に
信
武
は
「
野
々
村
信

武
、
俵
屋
通
正
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
掲
載
位
置
は
狩
野
派
の
探
信
・
探
雪
と

洞
春
・
一
渓
の
間
で
あ
る
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
捃
印
補
正
』
で
も
、

宗
達
や
光
琳
、
始
興
、
立
圃
が
「
逸
人
画
家
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
信
武
は

「
狩
野
画
家
」
と
し
て
海
北
友
竹
と
山
本
素
程
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
海
北
友
竹
は

友
松
の
孫
と
さ
れ
る
絵
師
で
あ
る
が
、
友
松
に
つ
い
て
狩
野
永
納
が
編
纂
し
元
禄
六
年
（
一
六

九
三
）
に
上
梓
し
た
『
本
朝
画
史
』
は
、「
師ト
シ
テ

 

二

狩
野
永
徳ヲ一

爲ル二

畫
工ト一

」
と
し
て
狩
野
派
の
絵

師
を
収
め
る
巻
四
・
専
門
家
族
に
収
録
し
て
い
る
。
天
明
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
撰
和
漢
書

画
一
覧
』
も
友
松
に
つ
い
て
、「
業
ヲ
狩
野
永
徳
ニ
學
テ
、
其
奥
ヲ
究
メ
遂
ニ
一
家
ヲ
ナ
シ
、

世
海
北
流
ト
称
シ
テ
名
工
ト
ス
」
と
伝
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
海
北
友
松
や
そ
の
子
と
さ
れ
る

（
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友
雪
、
友
竹
は
狩
野
派
の
支
流
で
あ
る
と
捉
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
山
本
素
程
は
「
浅
井
本
」
が
光
琳
の
師
と
し
た
狩
野
派
の
絵
師
・
山
本
素
軒
の
父
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
抱
一
以
前
に
は
信
武
は
狩
野
派
の
絵
師
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
文
晁
や
洞
斎
の
信
武
に
関
す
る
認
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

文
晁
が
編
纂
し
た
『
本
朝
画
纂
』
を
見
る
と
、
雲
渓
で
は
じ
ま
る
一
冊
の
中
に
信
武
筆
「
人
麿

図
」
の
縮
図
と
2
「
野
」
印
及
び
3
「
通
正
信
武
」
印
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

略
伝
に
は
「
信
武
野
々
村
氏
住ス二

京
師ニ一

善スレ

畫
」
と
あ
る
だ
け
で
画
系
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
、

縮
写
さ
れ
た
「
人
麿
図
」
も
狩
野
派
あ
る
い
は
宗
達
風
の
ど
ち
ら
に
近
い
か
判
断
で
き
る
よ
う

な
特
色
を
示
し
て
い
な
い
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
も
「
浅
井

本
」
を
再
録
し
て
い
る
だ
け
で
、
画
系
等
に
関
し
て
新
た
な
判
断
を
示
し
て
い
な
い
点
は
同
様

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
晁
や
洞
斎
も
信
武
を
宗
達
に
関
連
す
る
絵
師
と
し
て
は
捉
え
て
お
ら

ず
、
抱
一
だ
け
が
「
尾
形
流
」
の
絵
師
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
と
、
抱
一
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
載
せ
た
落
款
・
印
章
も
、

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
「
浅
井
本
」
か
ら
転
載
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
極
似
し

て
お
り
、
抱
一
が
新
た
に
見
出
し
た
作
品
か
ら
採
録
し
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
信
武
が
「
俵

屋
」
を
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
「
浅
井
本
」
の
記
載
を
根
拠
に
、
抱
一
は
信
武
を
「
尾
形
流
」

の
系
譜
の
中
に
組
み
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
す
ら
抱
か
せ
る
。
少
な
く
と
も
、
宗

達
画
風
に
倣
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
作
品
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
信
武
を
「
尾
形
流
（
琳
派
）」

の
絵
師
と
し
て
扱
う
の
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

抱
一
が
信
武
を
「
尾
形
流
」
の
絵
師
と
し
て
い
る
こ
と
に
か
な
り
否
定
的
な
見
解
を
述
べ

た
が
、
立
圃
（
一
五
九
五
～
一
六
六
九
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
立
圃
の
場
合
、
二
つ
の

『
略
印
譜
』
に
「
雛
屋
立
甫
」
の
名
で
載
せ
ら
れ
て
お
り
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
は

「
号
松
翁
宗
達
の
弟
子
俳
諧
に
名
有
り
西
山
宗
因
か
門
人
な
り
初
ハ
貞
徳
に
も
学
ふ
と
い
ふ
」

と
あ
る
。『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
9
―

⑥
）
に
も
「
宗
達
弟
子
俳
諧
は
貞
徳
宗
因
に
學
ふ
」
と

あ
り
、「
号
松
翁
」
の
部
分
が
除
か
れ
て
い
る
他
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
伝
え
て
い
る
。［
表
11
］

に
示
し
た
よ
う
に
、
二
つ
の
『
略
印
譜
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
落
款
・
印
章
も
同
一
で
あ
り
、

立
圃
に
対
す
る
抱
一
の
認
識
は
、
文
化
一
〇
年
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
認
識
に
は
明
ら
か
な
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
る
。
立
圃
は
、
雛
人
形
の
細
工
を

家
業
と
す
る
京
都
の
町
人
で
、
は
や
く
か
ら
連
歌
を
猪
苗
代
兼
与
に
学
び
、
和
歌
は
烏
丸
光
広

の
指
導
を
受
け
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
以
前
か
ら
松
永
貞
徳
に
従
っ
て
俳
諧
に
精
進
し
、

寛
永
年
間
に
は
俳
諧
師
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
が
今
日
知
ら
れ
て
い
る
。
立
圃
が

俳
諧
に
秀
で
て
い
た
こ
と
は
江
戸
時
代
に
も
知
ら
れ
て
お
り
、『
画
工
便
覧
』
に
「
名
親
重
、

住
二

京
都
一

、
貞
徳
門
弟
、
翫
二

俳
諧
一

于
レ

世
發
二

於
名
一

、
常
戯
人
物
鳥
獣
花
草
圖
而
共
贊
二

發

（
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句
一

」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
も
俳
諧
部
に
貞
徳
門
人
と
し
て
収
録

さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
立
圃
が
俳
諧
で
知
ら
れ
た
人
物
で
貞
徳
に
学
ん
だ
と
す
る
抱
一
の
認

識
に
誤
り
は
な
い
。

　

問
題
な
の
は
、「
西
山
宗
因
か
門
人
な
り
」
あ
る
い
は
「
宗
因
に
學
ふ
」
と
、
立
圃
が
貞
徳

の
み
な
ら
ず
西
山
宗
因
（
一
六
〇
五
～
八
二
）
に
も
俳
諧
を
学
ん
だ
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
に
上
梓
さ
れ
た
『
綾
錦
』
や
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
刊
行
さ

れ
た
『
誹
諧
家
譜
』
な
ど
、
抱
一
以
前
に
出
版
さ
れ
た
俳
諧
系
図
で
も
、
立
圃
は
常
に
貞
徳
門

下
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
管
見
の
限
り
、
宗
因
に
学
ん
だ
と
記
す
も
の
は
一
点
も
見
出
せ

な
い
。
勿
論
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
雪
千
句
』
で
は
貞
徳
門
下
の
立
圃

や
重
頼
ら
と
と
も
に
宗
因
が
俳
諧
の
巻
に
加
点
し
て
お
り
、
二
人
が
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
宗
因
が
俳
諧
に
強
い
興
味
を
抱
き
始
め
た
の
は
明
暦
二
年
（
一
六
五

六
）
頃
か
ら
と
さ
れ
、
俳
諧
師
と
し
て
の
名
声
が
高
ま
っ
た
の
は
万
治
三
年
頃
で
、
宗
因
の
指

導
を
望
む
も
の
が
急
増
し
た
の
は
立
圃
の
最
晩
年
に
当
た
る
寛
文
七
、
八
年
頃
か
ら
と
さ
れ
て

い
る
。
宗
因
が
俳
諧
で
名
を
な
し
始
め
た
頃
に
、
立
圃
は
既
に
俳
諧
宗
匠
と
し
て
地
位
を
確
立

し
て
い
た
わ
け
で
、
今
日
の
俳
諧
史
研
究
で
立
圃
が
宗
因
に
学
ん
だ
な
ど
と
い
う
こ
と
は
問
題

に
も
さ
れ
て
い
な
い
。
立
圃
を
貞
徳
門
人
と
の
み
指
摘
す
る
『
画
工
便
覧
』
や
『
新
撰
和
漢
書

画
一
覧
』
は
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』（
図
15
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書

に
は
、
立
圃
の
没
後
に
息
・
生
白
が
編
纂
し
、
立
圃
の
出
自
、
師
系
な
ど
を
知
る
好
資
料
と
さ

れ
る
『
立
圃
追
善
集
』（
寛
文
一
〇
年
刊
）
の
一
部
や
立
圃
の
句
文
集
で
あ
る
『
碁
打
花
見
』
も

収
録
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
晁
・
洞
斎
周
辺
で
は
、
立
圃
が
俳
諧
に
お
い
て
貞
徳
門
下
で

あ
り
、
宗
因
に
は
学
ん
で
い
な
い
こ
と
を
知
る
の
に
充
分
な
資
料
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
自
ら
句
作
を
し
俳
諧
師
と
も
交
流
が
あ
っ
た
抱
一
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
圃
が
宗
因
に
学
ん
だ
と
い
う
誤
っ
た
認
識
を
、
抱

一
が
あ
え
て
書
き
込
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
に
引
い
た
『
画
工
便
覧
』
に
「
常
戯
人
物
鳥
獣
花
草
圖
」
と
あ
り
『
新
撰
和
漢

書
画
一
覧
』
も
「
能
書
画
」
と
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
立
圃
が
画
作
に
も
才
能
を
示
し
て
い
た

こ
と
も
、
江
戸
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
享
保
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
大
岡
春
卜
編
『
画
本
手

鑑
』
巻
六
・
補
遺
に
も
「
發
句
の
趣
畫　

立
甫
世
に
し
れ
る
通
書し
ょ

畫ぐ
わ

と
も
に
ま
め
や
か
に
し
て

清せ
い

玩く
ハ
んな

り
。
畫
て
ハ
其
上
に
一
句
一
首
を
そ
へ
、
和わ

才さ
い

の
よ
け
い
に
艸そ
う

畫く
ハ

を
な
す
事
む
べ
な
る

哉
。
誰た

が
筆ひ
っ

跡せ
き

を
慕し
た
ふと

も
み
ゑ
ね
ど
も
、
清
潤
に
し
て
よ
く
其
趣
に
の
る
」
と
記
し
、
立
圃
の

自
讃
が
あ
る
「
大
黒
天
図
」
な
ど
三
点
を
収
め
て
い
る
。

　
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
こ
の
『
画
本
手
鑑
』
の
記
載
に
あ
る
よ
う

に
、
現
存
す
る
立
圃
作
品
の
多
く
は
簡
略
な
筆
致
の
墨
画
あ
る
い
は
墨
画
淡
彩
で
、
自
作
の
発
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句
を
書
い
た
自
賛
を
伴
う
。
そ
し
て
、『
画
本
手
鑑
』
に
「
發
句
の
趣
畫
」
と
題
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
立
圃
は
俳
諧
の
句
を
賛
し
た
あ
る
い
は
俳
諧
的
趣
味
を
表
し
た
草
画
と
定
義
さ
れ
る

「
俳
画
」
の
祖
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
圃
の
画
作
に
つ
い
て
、
抱
一
は
「
宗

達
（
の
）
弟
子
」
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
当
否
に
つ
い
て
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
『
画
本
手
鑑
』
に
「
誰た

が
筆ひ
っ

跡せ
き

を
慕し
た
ふと

も
み
ゑ
ね
ど
も
」
と
あ
る
よ
う
に
、
管
見
に
及
ん
だ

江
戸
時
代
の
文
献
を
繙
い
て
も
、
立
圃
の
画
系
に
つ
い
て
触
れ
る
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ

の
内
の
一
つ
に
先
述
し
た
『
誹
諧
家
譜
』
が
あ
り
、
同
書
に
収
め
ら
れ
た
立
圃
の
略
伝
の
中
に

「
善ク
シレ

書ヲ
又
善ク
スレ

画ヲ
圃
曽テ
学フ二

画ヲ
於
探
幽ニ一

モ々
亦
学フ
ト二

書ヲ
於
立
圃ニ一

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
に
画
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一

方
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
化
一
二
年
よ
り
か
な
り
遅
れ
て
出
版
さ
れ
た
『
崋

山
俳
画
譜
』
に
も
立
圃
は
収
録
さ
れ
て
お
り
、「
立
圃
畫
意　

雛
屋
ハ
松
花
堂
ニ
瓣
香
ス
ル
ニ

似
タ
リ
」
と
、
松
花
堂
昭
乗
（
一
五
八
四
～
一
六
三
九
）
を
敬
慕
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
跋

文
に
よ
る
と
、
同
書
は
、
渡
辺
崋
山
（
一
七
九
三
～
一
八
四
一
）
か
ら
「
俳
画
譜
」
を
授
け
ら

れ
た
鈴
木
三
岳
が
、
崋
山
没
後
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
崋
山
に
よ
る
序
文
に
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
没
し
た
蕪
村
に
つ
い
て
、「
近
頃
、

蕪
村
一
流
を
昉
め
お
も
し
ろ
く
覺
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
刊
年
よ
り
か
な
り
早
く
に
崋
山
が

制
作
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
崋
山
は
文
晁
に
学
ん
で
お
り
、
立
圃
画
は
松
花
堂
を
慕
っ
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
同
書
の
見
解
を
、
文
晁
周
辺
の
人
々
が
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
以

上
の
よ
う
に
、
文
献
に
徴
す
る
限
り
、
立
圃
の
画
系
に
つ
い
て
、
抱
一
の
指
摘
す
る
宗
達
師
事

説
以
外
に
、
探
幽
や
松
花
堂
の
名
を
挙
げ
る
見
解
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
立
圃
作
品
の
中
で
、
代
表
作
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
「
休
息
歌
仙
」（
柿
衞
文
庫

ほ
か
）
を
見
る
と
、
烏
帽
子
を
脱
ぐ
な
ど
寛
い
だ
姿
の
三
十
六
歌
仙
を
中
墨
の
輪
郭
線
に
わ
ず

か
に
淡
彩
を
加
え
て
描
い
て
い
る
。
確
か
に
、
宗
達
派
の
歌
仙
絵
に
そ
の
点
で
類
似
し
て
い
る

と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
表
情
は
全
く
異
な
り
、
顔
の
部
分
の
輪
郭
線
を
衣
服
よ
り
や
や
細
目

で
濃
く
引
く
点
も
宗
達
派
の
歌
仙
絵
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
描
き
方
か
ら
宗
達
学
習
の
跡
を
見

出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
恵
比
寿
や
大
黒
、
布
袋
な
ど
を
水
墨
で
描
く
そ
の
他
の
立
圃
画
を

見
る
と
、
よ
り
宗
達
画
風
か
ら
離
れ
て
い
る
。
一
方
、
探
幽
や
松
花
堂
の
作
品
と
比
較
し
て

も
、
一
部
の
要
素
に
類
似
性
を
指
摘
で
き
て
も
、
学
習
関
係
を
明
示
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
勿

論
、
立
圃
の
書
画
制
作
が
始
ま
っ
た
の
が
正
保
初
年
（
一
六
四
四
）
頃
で
、
本
格
化
し
た
の
は

鳳
林
承
章
の
文
化
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
よ
り
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
宗
達
や
松
花
堂
に
直
接
師
事
し
た
の
で
は
な
く
、
残
さ
れ
た
作
品
に
学
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
現
存
作
品
か
ら
立
圃
の
画
系
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

抱
一
が
知
り
得
た
可
能
性
の
あ
る
文
献
や
周
辺
の
認
識
、
現
存
作
品
を
検
証
し
て
も
、
抱
一

（
159
）

（
160
）

（
161
）

（
162
）

（
163
）

（
164
）

（
165
）

が
何
を
根
拠
に
立
圃
の
宗
達
師
事
説
を
唱
え
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
抱
一
の
時
代
も

立
圃
の
画
系
は
不
明
確
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
あ
え
て
立
圃
を
「
尾
形
流
」
の
系
譜
に
連

ね
た
理
由
も
明
確
に
し
が
た
い
。

　
　
小
　
　
　
結

　

本
稿
に
お
い
て
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
光
琳
よ
り
前
に
収
録
さ
れ
て
い
る
絵
師
達
に
つ
い

て
検
証
し
た
結
果
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
宗
達
に
つ
い
て
、
抱
一
は
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
を
参
考
に
、
斎
藤
彦
麿
の
見
解

な
ど
を
取
り
入
れ
て
伝
記
を
記
述
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
落
款
・
印
章

に
つ
い
て
は
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
所
収
の
も
の
か
ら
厳
選
し
て
『
尾
形
流
略
印

譜
』
に
収
録
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
玉
石
混
淆
で
あ
っ
た
宗
達
画
に
対
す
る
鑑
識
を
厳
格
に
行

い
、
真
の
宗
達
画
を
見
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
宗
達
画
の
み
な
ら

ず
、
宗
達
の
弟
子
に
つ
い
て
も
か
な
り
混
沌
と
し
た
状
況
に
あ
っ
た
中
で
、
宗
雪
と
相
説
（
宗

悦
）
を
別
人
と
見
な
す
点
に
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
特
色
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一

方
、
順
定
と
宗
仙
に
関
し
て
は
、
抱
一
は
と
も
に
宗
達
と
関
連
す
る
二
人
の
絵
師
と
認
識
し

て
い
た
よ
う
だ
が
、
現
存
作
品
も
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
晁
や
洞
斎
が
実
見
し
た
作
品
に

基
づ
い
て
唱
え
た
順
定
・
宗
仙
同
人
説
と
も
齟
齬
を
き
た
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
信
武
と
立
圃

を
「
尾
形
流
」
の
絵
師
に
加
え
て
い
る
が
、
信
武
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
「
尾
形
流
（
琳

派
）」
の
絵
師
と
す
る
裏
付
け
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
立
圃
に
つ
い
て
も
、
抱
一

は
宗
達
に
学
ん
だ
と
し
て
い
る
が
、
現
存
作
品
か
ら
は
宗
達
師
事
説
を
確
認
で
き
ず
、
立
圃
が

俳
諧
を
宗
因
に
学
ん
だ
と
し
て
い
る
点
は
明
ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

宗
達
個
人
の
作
品
と
工
房
作
や
後
継
者
の
作
品
を
鑑
別
す
る
こ
と
は
現
在
で
も
困
難
を
伴
う

が
、
錯
綜
し
た
状
況
を
整
理
し
、
文
献
資
料
等
も
活
用
し
て
宗
達
と
そ
の
後
継
者
や
弟
子
の
真

の
姿
を
可
能
な
限
り
明
確
に
捉
え
よ
う
と
す
る
抱
一
の
苦
心
の
結
果
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に

結
実
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
関
連
す
る
資
料
や
情
報
が
混
乱
し
て
い
た
た
め
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
を
「
尾
形
流
」
に
組
み
込
む
抱
一
の
見
解
に
、
根
拠
が
不
明
確
で

あ
る
こ
と
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
光
琳
よ
り
後
に
収
録
さ
れ
て
い
る
乾
山
（
深
省
）

以
下
、「
光
琳
の
風
を
慕
う
」
な
ど
と
し
て
光
琳
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
絵
師
達
に
つ
い
て

検
証
を
続
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
紙
数
の
関
係
で
、
本
稿
で
は
宗
達
及
び
そ
の
弟
子
と
さ

れ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
し
か
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
変
心
苦
し
い
が
、
乾
山

（
深
省
）
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
引
き
続
き
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
166
）
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註

（
138
）	「
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
（
上
）」「
同
（
中
）」「
同
（
下
―
一
）」「
同
（
下
―

二
）」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
50
・
52
・
54
・
58
輯
（
芸
術
・
保
健
体
育
・
家
政
・
技
術
科
学

編
）
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
九
年
）。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
章
や
註
、
表
の
番
号

は
前
稿
を
引
き
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
抱
一
が
編
纂
し
た
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
つ
い
て
は
本

稿
で
も
言
及
す
る
が
、
表
裏
両
面
の
図
版
を
前
稿
（
下
―
二
）
に
図
6
と
し
て
掲
載
し
た
。
大
変
恐
縮
で

は
あ
る
が
、
本
稿
で
再
掲
す
る
こ
と
は
避
け
、
前
稿
を
参
照
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

（
139
）
狩
野
派
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
の
絵
画
学
習
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
摸
写
と
粉
本
」（『
美
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
21
』
一
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
で
考
察
し
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
140
）	

一
覧
表
の
表
記
の
仕
方
は
光
琳
の
場
合
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、『
捃
印
補
遺
』
に
は
該
当
す

る
絵
師
の
落
款
・
印
章
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
こ
れ
を
除
き
、
谷
文
晁
編
『
本
朝
画
纂
』
な
ど
他
書

に
見
ら
れ
る
場
合
は
こ
れ
ら
を
付
記
し
た
。

（
141
）	

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
享
保
五
年
刊
本
に
よ
り
、
句
読
点
を
私
に
加
え
た
。
以
下
同
じ
。

（
142
）	

『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
17
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
一
〇
〇
頁
。

（
143
）	

『
文
晁
畫
談
』「
光
琳
の
鶴
」
は
、
前
掲
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
（
下
―
一
）」

の
第
六
章
に
全
文
を
掲
出
し
考
察
を
加
え
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
144
）	

檜
山
坦
齋
編
『
皇
朝
名
畫
拾
彙
』
巻
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
宗
達
の
項
は
、
前
掲
「
江
戸
時
代
に
お
け

る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
（
下
―
一
）」
の
第
六
章
に
全
文
を
掲
出
し
註
も
付
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ

れ
た
い
。

（
145
）	

『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
宗
達
の
項
は
、
前
掲
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て

（
中
）」
の
第
四
章
で
、
光
琳
や
乾
山
、
始
興
の
項
と
と
も
に
掲
出
し
た
。

（
146
）	

檜
山
坦
齋
編
『
皇
朝
名
畫
拾
彙
』
巻
五
の
宗
達
の
項
に
も
「
今
傳ハ
ルレ

世ニ
者ハ
多ク
ハ是
僞
倣
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
宗
達
画
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
贋
作
が
多
い
と
い
う
認
識
は
、
文
晁
・
洞
斎
周
辺
で
か
な
り
広
く
共

有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
147
）	

朝
倉
興
禎
編
『
古
画
備
考
』「
俵
屋
宗
達
」
の
項
に
収
録
さ
れ
る
「
宗
達
畫
水
墨
白
鷺
、
賛
歌
光
廣
卿
、

立
幅
」
と
同
一
作
品
か
と
推
察
さ
れ
る
。
同
作
品
を
「
乙
亥
十
月
七
日
」（
文
化
一
二
年
）
に
「
阮
塘
」

（
菅
原
洞
斎
）
の
所
で
見
た
檜
山
坦
斎
は
、
書
画
共
に
正
筆
と
す
る
洞
斎
と
異
な
り
、「
共
に
僞
筆
也
、
然

共
眞
跡
は
あ
り
て
、
夫
を
寫
し
た
る
物
也
、（
中
略
）
法
橋
宗
達
と
見
苦
し
く
書
て
、
丸
き
大
印
に
對
青
と

計
あ
り
、
印
も
あ
し
ゝ
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
148
）	

『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
二
三
四
頁
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の

序
を
持
つ
同
書
の
記
載
内
容
の
多
く
は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
か
ら
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
頃
に

か
け
て
採
録
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

（
149
）	

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
正
徳
年
中
（
一
七
一
一
～
一
六
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
扶
桑
名
工

画
譜
』
の
み
は
宗
達
に
続
け
て
「
俵
屋
宗
雪
諱
伊
年
宗
達
弟
仕
二
賀
州
太
守
一
世
曰
宗
達
畫
多
雪
之
筆

也
」、「
俵
屋
相
説
叙
法
橋
」
と
現
在
の
認
識
と
近
い
内
容
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
で
述
べ
た
よ

う
に
、『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
も
『
扶
桑
名
工
画
譜
』
は
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
晁
や
洞
斎
周
辺
で

も
同
書
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
150
）	

『
本
朝
画
纂
』
の
当
該
冊
は
『
美
術
研
究
』
八
八
号
に
覆
刻
さ
れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
151
）	

奥
平
俊
六
「
近
世
絵
画
ノ
ー
ト
2
加
藤
文
麗
と
野
々
村
信
武
」『
古
美
術
』
第
93
号
、
一
九
九
〇
年
。
こ

の
「
山
水
図
屏
風
」
を
実
見
す
る
機
会
は
得
て
お
ら
ず
、『
琳
派
』
第
三
巻
「
風
月
・
鳥
獣
」（
紫
紅
社
、

一
九
九
一
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
ー
図
版
（
解
説
：
奥
平
俊
六
）
に
よ
っ
て
い
る
。
な
お
、
奥
平

氏
は
、
い
わ
ゆ
る
「
光
琳
模
様
」
を
集
め
た
『
光
林
絵
本
道
し
る
べ
』（
享
保
二
〇
年
刊
）
や
い
く
つ
か
の

雛
形
本
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
野
々
村
忠
兵
衛
と
信
武
を
同
一
人
物
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。

（
152
）	

『
本
朝
画
纂
』
の
当
該
冊
は
『
美
術
研
究
』
九
〇
号
に
覆
刻
さ
れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
153
）	

『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
。
解
説
・
雲
英
末
雄
）
や
『
俳
文
学
大

辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
。
解
説
・
母
利
司
朗
）
な
ど
に
よ
る
。

（
154
）	

坂
崎
坦
編
『
日
本
絵
画
論
大
系
』
Ⅱ
（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
。
五
一
六
頁
「
立
甫
」）
に
よ
る
。

（
155
）	

『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』（
天
明
六
年
刊
）
第
四
〇
丁
表
に
「
立
圃
〈
野
々
口
氏
京
師
人
称
雛
屋
初
名
親

重
寛
文
中
没
〈
七
十
一
〉
能
書
画
」
と
あ
り
、
そ
の
直
前
に
収
録
さ
れ
て
い
る
貞
徳
の
末
尾
に
「
以
下
貞

徳
門
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
156
）	

『
日
本
俳
書
大
系
』
15
「
俳
諧
系
譜
逸
話
集
」（
同
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
）
所
収
の
俳
諧
系
譜
に
よ

る
。

（
157
）	

『
俳
文
学
大
事
典
』（
前
掲
）
の
「
宗
因
」
の
項
（
解
説
・
乾
裕
幸
）
に
よ
る
。

（
158
）	

『
俳
文
学
大
辞
典
』（
前
掲
）
の
「
立
圃
追
悼
集
」
の
項
（
解
説
・
母
利
司
朗
）
に
よ
る
。

（
159
）	

『
俳
画
の
流
れ
立
圃
か
ら
芭
蕉
へ
』（
柿
衞
文
庫
・
福
山
城
博
物
館
、
一
九
九
五
年
）
お
よ
び
同
書
所

収
、
石
川
真
弘
「
立
圃
の
書
画
幅
に
つ
い
て
」
を
参
照
し
た
。

（
160
）	

『
俳
文
学
大
辞
典
』（
前
掲
）「
俳
画
」
の
項
（
解
説
・
尾
形
仂
）
参
照
。

（
161
）	

谷
文
晁
編
『
本
朝
画
纂
』
の
等
観
に
始
ま
る
冊
に
立
圃
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
付
記
さ
れ
た
略
伝
に

画
系
に
触
れ
る
所
は
な
い
。『
本
朝
画
纂
』
の
当
該
冊
は
『
美
術
研
究
』
八
八
号
に
覆
刻
さ
れ
て
お
り
、
参

照
さ
れ
た
い
。

（
162
）	

東
京
大
学
総
合
図
書
館
竹
冷
文
庫
所
蔵
本
に
よ
る
。

（
163
）	

『
崋
山
俳
画
譜
』
は
、
常
葉
美
術
館
編
『
定
本
・
渡
辺
崋
山
』
第
Ⅱ
巻
・
手
控
編
（
郷
土
出
版
社
、
一
九

九
一
年
）
に
（
図
99
）
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
164
）	

註
（
159
）
前
掲
書
、
図
36
。

（
165
）	

註
（
159
）
前
掲
、
石
川
論
文
。

（
166
）	

資
料
を
欠
く
中
で
憶
測
を
巡
ら
す
の
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
抱
一
自
身
の
作
品
中
に
「
吉
原
月

次
風
俗
図
」（
諸
家
分
蔵
）
な
ど
俳
画
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
、
立
圃
を
「
尾
形
流
」
に
加
え
た
こ
と
の

間
に
関
連
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
「
芸
術
家
と
工
房
の
内
と
外
―
学
習
・
共
同
制
作
・
競
争
の
諸
相
―
」

〔
基
盤
研
究
（
Ｂ
）〕（
課
題
番
号
：
二
一
三
二
〇
〇
二
八
、
代
表
者
：
京
都
大
学
・
中
村
俊
春
）
及
び
「
美
術
史

に
お
け
る
転
換
期
の
諸
相
」〔
基
盤
研
究
（
Ｂ
）〕（
課
題
番
号
：
二
三
三
二
〇
〇
三
二
、
代
表
者
：
京
都
大
学
・

根
立
研
介
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

（
二
〇
一
一
年
九
月
十
六
日
受
理
）



安田 篤生

九

― 92 ―

図 9　酒井抱一編『尾形流略印譜』（ 2オ～ 4ウ）　東京大学総合図書館洒竹文庫

図10～15　菅原洞斎編『画師姓名冠字類鈔』　国立国会図書館

図10（5-24オ～25ウ）図11（5-16オ）図12（5-16ウ，17オ）

図13（10-33オ，ウ）図14（12-21ウ）図15（3-22オ～28ウ）

（
略
：
25
オ
～
27
オ
）

①②③④⑤⑥



江戸時代における光琳像の変遷について（下―三）―酒井抱一〈二〉―
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［表 ４］宗達
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 宗達法橋・「對青軒」（朱円） ○（表） ○（1ウ） （近似）浅井本（5-25ウ）
2 「伊年」（朱円）*1 ○（表） ○（1ウ） 尾形流畧印譜（5-25オ）
3 「伊年」（朱円）*2 ○（表）   
4 「伊年」（朱円）*3 ○（表） 畧印譜ニ順定の下ニのす（5-25オ）
5 「對青軒」（朱円） 写山楼より来ル雪梅紙本立物捃印補正ニ徑

二寸五分トアリ此印寸仝シ（5-24ウ）
補正

6 法橋宗達・「對青」（朱円） 鷺繪賛烏丸光廣卿中村八大夫より来ル
（5-24ウ）

7 宗達法橋・「對青」（朱円） 墨繪エンカウ写山楼蔵 （5-25オ）
8 「伊年」（朱円）*4 浅井本（5-25ウ）
9 宗雪・「宗雪」（朱方） 浅井本（5-25ウ）
10 「順定」（朱方重郭） 浅井本（5-25ウ）

［表 ５］二代目宗達
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 「法橋宗達」（朱円） ○（表） 　
2 「□□之印」（円郭白方） ○（表）

［表 ６］宗雪　
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 宗雪・「宗雪」（朱方）  ○（2ウ） （宗達の項参照）
2 「伊年」（朱円）*4  ○（2ウ） （宗達の項参照）

［表 ７］相説・宗説
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 喜多川法橋相説 ○（表） ○（3オ） （近似）（5-16ウ）
2 「伊年」（白方） ○（表） ○（3オ） （近似）（5-16ウ）
3 「宗説」（朱円） ○（表） ○（3オ） 上野大慈院収蔵小屏風（5-16ウ）
4 相説法橋□ 浅井本（5-16オ）
5 「宗説」（朱円） ○（5-16ウ）

［表 ８］順定
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 「順定」（朱方重郭）  ○（2オ） 浅井系譜ニ宗達ノ印ニノス、福禄壽写山楼
より来（10-33ウ）

本朝画纂

2 「伊年」（朱円）*3  ○（2オ） （宗達の項参照）
3 順定・「宗仙」（白方） ○ （10-33ウ） （印）本朝画纂
4 「宗仙」（朱円内方） 抱一上人尾形流畧印譜（10-33ウ）

［表 ９］宗仙
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 「宗仙」（朱円内方） ○（表） ○（3ウ） （順定の項参照）

［表10］信武
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 通正信武七十七歳筆 ○（3オ） 浅井本ニ載ス（12-21ウ）
2 「野」（朱方） ○（3オ） 浅井本ニ載ス（12-21ウ） 補正､ 本朝画纂
3 「通正信武」（白方） ○（3オ） 浅井本ニ載ス（12-21ウ） 補正､ 本朝画纂

［表11］立圃
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 雛屋立甫 ○（表） ○（3ウ）
2 「□□之印」（白方） ○（表） ○（3ウ）
3 「松翁」（朱方） ○（表） ○（3ウ） 補正､ 本朝画纂
4 立圃・「日□」（朱瓢） ○（表） ○（3ウ）
5 松翁院立圃日祐書・「松翁」（朱方） ○（3-22ウ）
6 寒露念五　立圃（花押） ○（3-22ウ）
7 「松翁」（朱重郭方） 檀芝瑞ノ竹の写ニアリ（3-22ウ）
8 （花押） 立圃の手□ニアリ（3-22ウ）

・落款・印章は、落款・「印文」の順で示す。「印文」の後の（　）内に、朱文は朱、白文は白、円印は円、方印は方、　小方印は小方、
長方印は長方などとして印の形状などを示す。

・『画師姓名冠字類鈔』の欄に記載がある場合、（　）の中は収録されている（巻-丁）を示す。


